
を
目
指
し
て
経
営
を
法
人
化
し
て
規

模
拡
大
に
取
り
組
む
動
き
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
地
域
営
農
組
織
で
は
、

合
併
等
の
機
会
に
法
人
化
し
て
経
営

力
強
化
を
図
る
取
組
み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
規
模
拡
大

を
実
現
し
た
農
家
で
は
、
息
子
等
へ

事
業
承
継
の
機
会
に
節
税
目
的
を
意

識
し
て
法
人
化
を
行
う
事
例
も
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
農
業
法
人
数
の
現

状
は
、
図
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

わ
が
国
の
農
業
構
造
が
大
き
く
変

化
し
て
多
様
な
担
い
手
が
農
業
法
人

と
し
て
新
た
な
農
業
展
開
を
計
る
な

か
で
、
こ
れ
ま
で
個
人
農
家
組
合
員

層
の
生
産
性
向
上
や
生
産
コ
ス
ト
削

減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の

た
め
一
般
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

導
入
し
て
経
営
力
強
化
や
経
営
規
模

拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

も
、
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
一
般

企
業
が
農
地
リ
ー
ス
の
活
用
や
農
地

所
有
適
格
法
人
の
要
件
を
満
た
し
て

農
業
に
参
入
し
て
き
た
り
、
ま
た
農

業
で
の
起
業
目
的
で
地
区
外
か
ら
新

規
就
農
す
る
若
者
な
ど
の
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
組
合

員
の
な
か
に
も
、
自
家
農
業
の
飛
躍

１
．
法
人
化
の
考
え
方
と 

Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
支
援

農
業
経
営
の
法
人
化

　

農
業
経
営
の
法
人
化
は
、
農
業
を

め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
、

農
業
経
営
を
機
動
的
、
戦
略
的
に
展

開
し
て
い
く
う
え
で
有
効
な
手
段
で

す
。

　

現
在
、
国
は
産
業
と
し
て
の
農
業

の
競
争
力
を
強
化
し
て
再
び
成
長
産

業
と
し
て
飛
躍
で
き
る
よ
う
、
令
和

五
年
頃
ま
で
に
農
業
法
人
経
営
体
数

を
五
万
法
人
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

⑴

経
営
の
法
人
化
を
推
進
し
、
様
々
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
長
ら
く

個
人
農
家
を
主
体
と
す
る
わ
が
国
の

農
業
に
農
業
経
営
の
法
人
化
が
推
奨

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。

①
農
家
の
急
速
な
高
齢
化
と
担
い
手

の
不
足

②
耕
作
放
棄
地
の
増
大

③
新
規
就
農
者
の
定
着
化
の
た
め
の

受
け
皿
が
必
要

④
集
落
営
農
組
織
に
お
い
て
も
経
営

力
強
化
が
必
要

　

ま
た
、
そ
う
い
う
な
か
、
農
業
の

国
際
的
な
競
争
激
化
に
対
応
し
た
一

Ｊ
Ａ
に
よ
る

農
業
法
人
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

①
法
人
化
の

　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

ＪＡグループ中小企業診断士会
清水中小企業診断士事務所　中小企業診断士

清水 康雄
日本政策金融公庫農業経営アドバイ
ザー試験合格者・ＡＳＩＡＧＡＰ指
導員。農林中央金庫勤務を経て、平
成 26 年より農業経営専門中小企業
診断士として農業法人経営支援、事
業承継支援等に取り組んでいる。
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融
資
手
法
は
、
担
保
・
保
証
に
依
存

す
る
融
資
か
ら
、
法
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
法
人
が
取
り
組
も
う
と
計

画
し
て
い
る
事
業
性
を
評
価
し
て
行

う
融
資
へ
、
さ
ら
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

２
．
事
業
性
評
価
の
定
義

と
留
意
点

定
義

　

事
業
性
評
価
に
つ
い
て
説
明
す
る

前
に
、
事
業
性
評
価
の
定
義
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

金
融
庁
の
公
表
す
る
資
料
「
知
っ

⑴

く
、
貸
出
先
が
金
融
機
関
を
選
ぶ
時

代
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
（
事
業
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
、
販
売

開
拓
、
人
材
派
遣
、
経
営
者
の
資
産

運
用
）
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に

「
金
融
機
関
は
自
ら
の
強
み
を
活
か

し
、
顧
客
と
の
関
係
性
を
深
め
、
コ

ン
サ
ル
機
能
を
発
揮
し
つ
つ
資
金
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
な
ど
の
動
き
が
今

後
も
広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
金
融
機
関
の
競
争

が
激
化
す
る
な
か
で
、
金
融
機
関
の

１
．
は
じ
め
に

　

二
〇
一
五
年
七
月
、
金
融
庁
は
、

担
保･

保
証
に
必
要
以
上
に
依
存
し

な
い
融
資
の
促
進
に
向
け
た
事
業
者

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
円
滑
な
資
金

供
給
の
促
進
に
向
け
て
」 

を
公
表
し

ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、「
金
融
機
関
に
対
し
、
事
業
者

の
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど

を
適
切
に
評
価
し
、
融
資
や
助
言
を

行
う
よ
う
促
し
て
い
ま
す
」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
金
融
庁
は
金
融
機
関

に
対
し
て
「
事
業
の
内
容
や
成
長
可

能
性
な
ど
を
適
切
に
評
価
」
す
る
事

業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
な
ど
を
促

進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
は

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
廃
止
後
の
融
資
に
関

す
る
検
査
・
監
督
の
考
え
方
と
進
め

方
」（
以
下
、「
Ｄ
Ｐ
」
と
い
う
）
を

公
開
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｐ
に
は
、
金
融

機
関
を
め
ぐ
る
環
境
に
つ
い
て
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
、
低
金
利

環
境
の
長
期
化
で
競
争
が
続
き
、
金

融
機
関
が
貸
出
先
を
選
ぶ
の
で
は
な

Ｊ
Ａ
に
よ
る

農
業
法
人
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

②
取
引
拡
大
に
向
け
た

　
事
業
性
評
価
の
要
点

ＪＡグループ中小企業診断士会
中小企業診断士

伊沢 豊
株式会社国際開発センター ビジネ
スコンサルティング部所属。農業コ
ンサルティングや国内農業法人の海
外展開支援サポートを実施。
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２
．
円
滑
な
事
業
承
継
の

た
め
に
押
さ
え
て
お

き
た
い
ポ
イ
ン
ト

基
本
的
な
考
え
方

　

法
人
の
経
営
を
円
滑
に
承
継
す
る

コ
ツ
を
一
言
で
い
え
ば
、「
事
業
承

継
は
、
一
〇
年
後
の
あ
る
べ
き
会
社

像
の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
と
い

う
認
識
を
も
つ
こ
と
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
農
家
（
個
人
事
業

主
）
の
場
合
は
、
事
業
承
継
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
相
続
と
イ
コ
ー
ル
と
い

⑴

域
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
目
に
見

え
な
い
資
産
な
ど
、
承
継
す
る
も
の

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
承
継
先
に
つ
い
て
は
、
一

般
に
、
①
親
族
内
、
②
従
業
員
、
③

社
外
（
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
）
の
大
き
く
三

つ
に
分
類
で
き
ま
す
が
、
農
業
で

は
、
③
社
外
の
承
継
先
と
し
て
、
新

規
就
農
者
へ
の
承
継
（
第
三
者
農
業

経
営
承
継
）
と
い
う
方
法
が
あ
り
、

行
政
・
Ｊ
Ａ
・
事
業
承
継
の
専
門
家

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
日
頃
か
ら
、
農
業
法

人
の
現
社
長
や
後
継
者
と
の
接
点
が

あ
る
Ｊ
Ａ
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
事
業

承
継
を
通
じ
て
、
経
営
安
定
の
支
援

に
つ
な
が
る
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
や

提
案
を
行
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
み

て
い
き
ま
す
。

１
．
農
業
に
お
け
る
事
業

承
継
の
特
徴

　

農
業
就
業
人
口
の
高
齢
化
が
進

み
、
多
く
の
農
家
が
世
代
交
代
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
農
家
・
農
業
法
人

と
も
に
、
次
世
代
に
農
業
が
承
継
さ

れ
、
農
作
物
が
継
続
的
に
生
産
さ
れ

続
け
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の
活
力

を
維
持
す
る
視
点
か
ら
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
今

の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
の
影
響
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
国
際
市
場
に
お
け
る
意
図

し
な
い
食
料
供
給
の
不
足
懸
念
な
ど

か
ら
も
、
自
給
率
が
改
め
て
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お

け
る
き
わ
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
い

え
ま
す
。

　

農
業
に
お
け
る
事
業
承
継
の
特
徴

は
、
農
地
や
設
備
・
機
械
等
の
資
産

だ
け
で
な
く
、
長
年
培
っ
て
き
た
生

産
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
や
地

Ｊ
Ａ
に
よ
る

農
業
法
人
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

③
経
営
安
定
支
援
に
つ
な
げ
る

　
事
業
承
継
の
ポ
イ
ン
ト

ＪＡグループ中小企業診断士会
中小企業診断士　１級ＦＰ技能士　ＣＦＰⓇ

室田 弘壽
都市銀行、経済企画庁（現内閣府）
出向を経て農林中央金庫に入庫。Ｊ
Ａバンクの推進・指導業務（賃貸住
宅資金審査マニュアル導入ほか）、
ＪＡＳＴＥＭシステム等を担当し、
現在は監査部に勤務。
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令
和
二
年
六
月
一
日
に
施
行
さ
れ

た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
等
（
注
）
の
改

正
に
よ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
Ｊ

Ａ
の
皆
様
が
、
組
織
と
し
て
、
ま

た
、
役
職
員
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説

し
ま
す
。

（
注
）
労
働
施
策
総
合
推
進
法
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介
護
休
業

法
等
、
一
連
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
関
す
る
法
律
を
指
す
。

今
回
の
改
正
で
職
場
で
は
何
が
変
わ
り
ま
す
か
？

解
　
説

　

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
四
つ

挙
げ
ま
す
。

　

①
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以

下
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
い
う
）
防
止

対
策
が
企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。（
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
令

和
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
は
努
力
義

務
と
さ
れ
る
）。
こ
れ
に
伴
い
、
パ

ワ
ハ
ラ
の
定
義
も
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
「
相
談
」

を
し
た
こ
と
や
、「
調
査
に
協
力
」

を
し
た
こ
と
を
「
理
由
」
に
不
利
益

な
取
扱
い
、
例
え
ば
、
解
雇
や
雇
止

め
、
減
給
、
不
当
に
低
い
評
価
を
す

る
等
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
勇
気
を
出

し
て
相
談
し
た
者
等
を
手
厚
く
保
護

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
さ
ら
に
、

③
顧
客
か
ら
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
取
引
先
か
ら
の
セ
ク
ハ
ラ

被
害
と
い
っ
た
社
外
の
者
が
関
与
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
も
、
わ
が
職

場
で
起
こ
っ
た
問
題
と
し
て
解
決
し

て
い
く
べ
き
、
あ
る
い
は
、
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
方

針
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

④
一
人
ひ
と
り
の
職
員
と
し
て
も
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
行
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
他
の
社
員
に
対
す

る
言
動
に
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
る

べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ

解　説

改
正
法
施
行
後
の

職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

野口＆パートナーズ法律事務所

弁護士　大浦 綾子
企業でのハラスメント研修
や経営側からのハラスメン
ト紛争解決の経験が豊富。
職場からハラスメント被害
者をなくしたいという真摯
な思いとわかりやすい解説
で、高い評価を受けてい
る。
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い
ま
す
。
遺
言
書
保
管
法
は
二
〇
二

〇
年
七
月
一
〇
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　
本
項
で
は
一
で
遺
言
書
保
管
法
の

概
要
、
二
で
遺
言
者
に
よ
る
遺
言
書

の
保
管
か
ら
相
続
人
等
が
遺
言
書
情

報
証
明
書
を
取
得
す
る
ま
で
の
概

要
、
三
で
遺
言
書
保
管
制
度
の
留
意

点
等
を
解
説
し
ま
す
。
な
お
、
本
文

の
う
ち
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ

い
て
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ

り
、
現
在
お
よ
び
過
去
に
所
属
す
る

組
織
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

遺
言
書
保
管
法
の
概
要

　
遺
言
書
保
管
法
は
、
遺
言
者
が
遺

言
書
保
管
所
に
お
い
て
、
自
筆
証
書

遺
言
に
係
る
遺
言
書
の
保
管
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
以
下
、

「
遺
言
書
保
管
制
度
」
と
い
う
）
を

創
設
し
ま
し
た
。

　
遺
言
書
保
管
法
で
は
、
自
筆
証
書

に
係
る
遺
言
書
の
保
管
の
た
め
の
申

請
、
当
該
申
請
に
基
づ
く
遺
言
書
の

保
管
、
遺
言
者
の
死
亡
後
に
お
け
る

相
続
人
等
に
よ
る
遺
言
書
保
管
事
実

証
明
書
や
遺
言
書
情
報
証
明
書
の
交

一

遺
言
者
が
作
成
し
た
遺
言
書
が
紛
失

し
た
り
、
遺
言
書
が
真
に
遺
言
者
自

身
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
や

遺
言
書
の
廃
棄
、
改
ざ
ん
等
が
な
さ

れ
て
い
な
い
か
等
、
相
続
を
め
ぐ
る

紛
争
が
発
生
し
た
り
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
遺
言
書
保
管
法
で
は
、

遺
言
書
原
本
を
遺
言
書
保
管
所
に
保

管
す
る
制
度
を
創
設
し
、
こ
れ
ら
の

お
そ
れ
を
軽
減
す
る
措
置
を
と
っ
て

　
二
〇
一
八
年
七
月
六
日
、「
民
法

及
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
民
法

（
相
続
法
）
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
と
同
日
付
で
「
法
務
局

に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す

る
法
律
」（
以
下
、「
遺
言
書
保
管

法
」
と
い
う
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
遺
言
書
保
管
法
は
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

鑑
み
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防
止

す
る
た
め
に
、
法
務
局
（
以
下
で
述

べ
る
「
遺
言
書
保
管
所
」）
で
自
筆

証
書
遺
言
に
係
る
遺
言
書
を
保
管
す

る
制
度
を
新
し
く
設
け
る
た
め
の
法

律
と
な
り
ま
す
。

　
自
筆
証
書
遺
言
は
、
基
本
的
に
は

遺
言
者
自
身
に
よ
り
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
特
段
の
費
用
も
発
生
し
な
い
点

で
遺
言
者
が
手
軽
に
作
成
で
き
る
遺

言
の
方
式
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
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「
公
正
証
書
遺
言
」
な
の
か
を
判
断

し
て
、
そ
れ
以
外
で
あ
れ
ば
、
本
部

の
専
門
部
署
に
相
談
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

本
稿
で
も
、
主
に
「
自
筆
証
書
遺

言
」
と
「
公
正
証
書
遺
言
」
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

２
　
遺
言
書
の
有
効
性
の
確
認

　

民
法
九
六
〇
条
は
、「
遺
言
は
、

こ
の
法
律
に
定
め
る
方
式
に
従
わ
な

け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
民
法
の
定
め

る
方
式
に
違
反
し
て
い
る
遺
言
書
は

無
効
な
遺
言
と
さ
れ
、
効
果
を
発
揮

し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
有
効
に
成
立
し
て
い
る
遺

言
書
で
あ
っ
て
も
、
遺
言
書
が
複
数

あ
る
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

「
遺
言
者
は
、
い
つ
で
も
、
遺
言
の

方
式
に
従
っ
て
、
そ
の
遺
言
の
全
部

又
は
一
部
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で

き
」（
民
法
一
〇
二
二
条
）、
か
つ
、

「
前
の
遺
言
が
後
の
遺
言
と
抵
触
す

る
と
き
は
、
そ
の
抵
触
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
、
後
の
遺
言
で
前
の
遺
言

を
撤
回
し
た
も
の
と
み
な
」
さ
れ
る

（
民
法
一
〇
二
三
条
一
項
）
か
ら
で

　

普
通
方
式
の
遺
言
書
と
し
て
、

「
自
筆
証
書
遺
言
」、「
公
正
証
書
遺

言
」、「
秘
密
証
書
遺
言
」、
特
別
方

式
の
遺
言
書
と
し
て
、「
危
急
時
遺

言
」、「
隔
絶
地
遺
言
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
（
図
表
）、
実
務
で
目
に
す

る
遺
言
書
の
大
半
は
「
自
筆
証
書
遺

言
」
か
「
公
正
証
書
遺
言
」
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
遺
言
書
が
窓
口
に
持

ち
込
ま
れ
た
際
に
は
、
ま
ず
、
遺
言

書
が
「
自
筆
証
書
遺
言
」
な
の
か

　

こ
こ
で
は
、
窓
口
に
遺
言
書
が
持

ち
込
ま
れ
た
際
に
何
を
確
認
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
Ｑ

＆
Ａ
形
式
で
解
説
し
て
い
き
ま
す
。 

　
　
組
合
員
の
相
続
人
が
遺
言
書

を
窓
口
に
持
参
し
て
き
ま
し

た
。
何
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
？

Ｑ1

　
　
①
遺
言
書
の
種
類
の
確
認
、

②
遺
言
の
有
効
性
の
確
認
、

③
遺
言
執
行
者
の
有
無
の
確
認
、

④
そ
の
他
必
要
な
事
項
の
確
認
が

必
要
で
す
。

解
説

１
　
遺
言
書
の
種
類
の
確
認

　

遺
言
書
に
は
、
普
通
方
式
と
特
別

方
式
が
あ
り
ま
す
。

Ａ1
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